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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローラに巻回された搬送ベルトの全周に設けられたリニアエンコーダスケールの記録パ
ターンを検出して検出信号を出力すると共に、前記搬送ベルトで搬送される印刷媒体に対
し、前記リニアエンコーダスケールの検出信号に合わせてインクジェットヘッドからイン
ク滴を吐出するインクジェットプリンタにあって、前記リニアエンコーダスケールにパタ
ーンを記録するインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法であって、
　前記ローラに取付けられると共に、予め設定された印刷画像の解像度の整数倍の分解能
を有するロータリエンコーダについて、前記搬送ベルトが一周する間の出力信号数をカウ
ントし、当該出力信号数を前記整数で除算した余りを算出するステップと、
　前記余りに対応する出力信号数が搬送ベルト全長に分散されるように前記リニアエンコ
ーダスケールにパターンを記録するための前記ロータリエンコーダの信号数を設定するス
テップと、
　前記設定された信号数の検出に同期させて前記リニアエンコーダスケールにパターンを
記録するステップと、
　を有することを特徴とするインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法。
【請求項２】
　前記リニアエンコーダスケールが磁性層からなり、当該リニアエンコーダスケールへの
記録パターンが異なる磁極で構成され、前記整数をＢ、前記搬送ベルトが一周する間のロ
ータリエンコーダの出力信号数を整数Ｂで除した商をＡ、余りをＣとし、前記商Ａを余り
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Ｃで除した商がＤである場合、通常パターンとしてロータリエンコーダの信号数が前記整
数Ｂの１／２毎にリニアエンコーダスケールの磁極を反転し、特定パターンとして、前記
通常パターンを商Ｄだけ繰り返す度に、ロータリエンコーダの信号数が、前記整数Ｂの１
／２に１を加算した値になったときにリニアエンコーダスケールの磁極を反転することを
特徴とする請求項１に記載のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法。
【請求項３】
　前記搬送ベルトが一周する間のロータリエンコーダの出力信号数を検出するために、前
記磁性層からなるリニアエンコーダスケールをいずれか一方の磁極状態又は磁性のない状
態とし、当該リニアエンコーダスケールを一方の磁極状態とした場合には他方の磁極、当
該リニアエンコーダスケールを磁性のない状態とした場合にはいずれか一方の磁極からな
る特定磁極をリニアエンコーダスケールの一カ所に設け、前記搬送ベルトが一周して特定
磁極を二回検出する間のロータリエンコーダの出力信号数をカウントすることを特徴とす
る請求項２に記載のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば複数色の液体インクの微小なインク滴を複数のノズルから吐出してそ
の微粒子（インクドット）を印刷媒体上に形成することにより、所定の文字や画像を描画
するようにしたインクジェットプリンタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　このようなインクジェットプリンタは、一般に安価で且つ高品質のカラー印刷物が容易
に得られることから、パーソナルコンピュータやデジタルカメラなどの普及に伴い、オフ
ィスのみならず一般ユーザにも広く普及してきている。
  このようなインクジェットプリンタは、印刷媒体と印刷ヘッド（インクジェットヘッド
ともいう）とを相対移動させながら、そのインクジェットヘッドのノズルから液体インク
滴を吐出（噴射）して印刷媒体上に微小なインクドットを形成することで、当該印刷媒体
上に所定の文字や画像を描画して所望の印刷物を作成するようになっている。インクジェ
ットヘッドをキャリッジと呼ばれる移動体に載せて印刷媒体の搬送方向と交差する方向に
移動させるものを一般にマルチパス型インクジェットプリンタと呼んでいる。これに対し
、印刷媒体の搬送方向と交差する方向に長尺なインクジェットヘッド（一体である必要は
ない）を配置して、所謂１パスでの印刷が可能とするものを一般に「ラインヘッド型イン
クジェットプリンタ」と呼んでいる。特に、ラインヘッド型インクジェットプリンタでは
、ローラに搬送ベルトを巻回して張架し、この搬送ベルトで印刷媒体を搬送しながら高速
印刷を行うことで、印刷媒体一枚あたりの印刷所要時間を短縮することが提案されている
。
【０００３】
　このようなインクジェットプリンタで高画質の印刷を行うためには、インク滴を印刷媒
体の目標位置に確実に吐出（着弾ともいう）する必要がある。特に、ラインヘッド型イン
クジェットプリンタで、印刷媒体を搬送しながらインク滴を吐出する場合には、搬送ベル
トによる印刷媒体の搬送状態とインク滴吐出タイミングとの適合性が重要である。そこで
、搬送ベルトと印刷媒体とが同期して移動しているものとして、例えば下記特許文献１に
記載されるインクジェットプリンタでは、搬送ベルト上に設けられたリニアエンコーダス
ケールからのエンコーダパルス（検出信号）に同期してインクジェットヘッドからインク
滴を吐出するようにしている。このインクジェットプリンタでは、リニアエンコーダスケ
ールのエンコーダパルスピッチを印刷画像の解像度相当とすることにより、搬送ベルト搬
送系に速度変動がある場合でも、インク滴の着弾位置ズレを抑制して高画質印刷を可能と
する。
【０００４】
　しかしながら、一般に、リニアエンコーダスケールは、予め磁気パターンや光学パター
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ンが記録されたものを搬送ベルトの全周に接合して用いられるため、搬送ベルトの周長に
よってリニアエンコーダスケールの継ぎ目形態が異なる、つまりエンコーダパルスの出力
形態が異なる。エンコーダパルスの出力形態が異なると、インク滴の着弾位置がズレて印
刷画像の画質が低下する。この問題を解決するため、下記特許文献２に記載されるインク
ジェットプリンタでは、２個のリニアエンコーダセンサを用いて、リニアエンコーダスケ
ールの継ぎ目を信号処理で補間するようにしている。具体的には、一方のセンサがリニア
エンコーダスケールの継ぎ目に到達したときに、使用する検出信号を他方のセンサからの
ものに切り換え、その切り換え位相差をセンサ同士の位置関係によって補正するものであ
る。なお、予めパターンが記録されたリニアエンコーダスケールを搬送ベルトの全周に接
合する場合にあっては、リニアエンコーダスケールの継ぎ目形態を同一にすることは実質
的に不可避である。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２４５３８３号公報
【特許文献２】特開２００５－３５０１９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記特許文献２に記載されるインクジェットプリンタでは、リニアエン
コーダセンサが２個必要となるほか、信号処理回路の規模も増加、複雑化し、装置の大型
化やコスト高の原因となる。
  本発明は、上記のような問題点に着目してなされたものであり、リニアエンコーダスケ
ールの継ぎ目そのものを発生させず、印刷画像の高画質を確保することが可能なインクジ
ェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　［適用例１］上記課題を解決するために、適用例１のインクジェットプリンタのリニア
エンコーダ記録方法は、ローラに巻回された搬送ベルトの全周に設けられたリニアエンコ
ーダスケールの記録パターンを検出して検出信号を出力すると共に、前記搬送ベルトで搬
送される印刷媒体に対し、前記リニアエンコーダスケールの検出信号に合わせてインクジ
ェットヘッドからインク滴を吐出するインクジェットプリンタにあって、前記リニアエン
コーダスケールにパターンを記録する方法であって、前記ローラに取付けられると共に、
予め設定された印刷画像の解像度の整数倍の分解能を有するロータリエンコーダについて
、前記搬送ベルトが一周する間の出力信号数をカウントし、当該出力信号数を前記整数で
除算した余りを算出するステップと、前記余りに対応する出力信号数が搬送ベルト全周に
分散されるように前記リニアエンコーダスケールにパターンを記録するための前記ロータ
リエンコーダの信号数を設定するステップと、前記設定された信号数の検出に同期させて
前記リニアエンコーダスケールにパターンを記録するステップと、を有する。
  この適用例１に係るインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法によれば、リ
ニアエンコーダスケールの継ぎ目そのものが発生せず、印刷画像の高画質を確保すること
ができる。
【０００８】
　［適用例２］また、適用例２のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法は
、前記適用例１のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法において、前記リ
ニアエンコーダスケールが磁性層からなり、当該リニアエンコーダスケールへの記録パタ
ーンが異なる磁極で構成され、前記整数をＢ、前記搬送ベルトが一周する間のロータリエ
ンコーダの出力信号数を整数Ｂで除した商をＡ、余りをＣとし、前記商Ａを余りＣで除し
た商がＤである場合、通常パターンとしてロータリエンコーダの信号数が前記整数Ｂの１
／２毎にリニアエンコーダスケールの磁極を反転し、特定パターンとして、前記通常パタ
ーンを商Ｄだけ繰り返す度に、ロータリエンコーダの信号数が、前記整数Ｂの１／２に１
を加算した値になったときにリニアエンコーダスケールの磁極を反転することを特徴とす
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るものである。
  この適用例２に係るインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法によれば、搬
送ベルトが一周する間のロータリエンコーダの出力信号数を整数Ｂで除した余りＣのロー
タリエンコーダの出力信号数が搬送ベルト全周に均等に分散され、印刷画像の高画質を一
層確保することができる。
【０００９】
　［適用例３］また、適用例３のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法は
、前記適用例２のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法において、前記搬
送ベルトが一周する間のロータリエンコーダの出力信号数を検出するために、前記磁性層
からなるリニアエンコーダスケールをいずれか一方の磁極状態又は磁性のない状態とし、
当該リニアエンコーダスケールを一方の磁極状態とした場合には他方の磁極、当該リニア
エンコーダスケールを磁性のない状態とした場合にはいずれか一方の磁極からなる特定磁
極をリニアエンコーダスケールの一カ所に設け、前記搬送ベルトが一周して特定磁極を二
回検出する間のロータリエンコーダの出力信号数をカウントすることを特徴とするもので
ある。
  この適用例３に係るインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法によれば、搬
送ベルトが一周する間のロータリエンコーダの出力信号数を簡易且つ確実に検出すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　次に、本発明のインクジェットプリンタの一実施形態について図面を参照しながら説明
する。
  図１は、本実施形態のインクジェットプリンタの概略構成を示す正面図である。図１に
おいて、印刷媒体１は、図の右方から左方に向けて図の矢印方向に搬送され、その搬送途
中の印刷領域で印刷される、ラインヘッド型インクジェットプリンタである。
【００１１】
　図中の符号２０は、印刷媒体１の搬送方向途中に設けられたインクジェットヘッド２０
であり、インクジェットヘッド２０の下方には印刷媒体１を搬送するための搬送部２１が
設けられている。搬送部２１は搬送ベルト２２で構成される。この搬送ベルト２２は、印
刷媒体搬送方向下流側に配設された駆動ローラ２３及び印刷媒体搬送方向上流側に配設さ
れた従動ローラ２４及びインクジェットヘッド２０の下方に設けられたテンションローラ
２５に巻回され、張架されている。駆動ローラ２３には、図２に示すように、駆動モータ
３４が接続されている。また、従動ローラ２４は、後述する帯電ローラによって搬送ベル
ト２２を帯電するために接地されている。また、テンションローラ２５は、図示しないス
プリング１２によって図１の図示下方に付勢されており、この付勢力で搬送ベルト２２に
張力（テンション）を付与している。なお、印刷媒体搬送方向と交差する方向をノズル列
方向ともいう。また、駆動モータ３４は、所謂ステップモータであり、定速制御によって
駆動される。
【００１２】
　また、従動ローラ２４の回転軸には、図２に示すように、当該従動ローラ２４の回転状
態を検出するためのロータリエンコーダ３１が取付けられており、このロータリエンコー
ダ３１からは、従動ローラ２４の回転状態に合わせてロータリエンコーダパルスが出力さ
れる。このロータリエンコーダ３１は、例えば従動ローラ２４が一回転する間に７２０万
パルスのロータリエンコーダパルスを発生させる高分解能のものである。
【００１３】
　また、高抵抗部材からなる搬送ベルト２２の外周面のうち、印刷媒体１の接触しない部
分の一部には、例えば図２に示すように、一定幅の磁性層３０が搬送ベルト２２の全周に
わたって形成されており、この磁性層３０を交互に逆の磁極に着磁してリニアエンコーダ
スケールが形成される。また、搬送ベルト２２の外周面のうち、図１の上側外周面には、
前記磁性層（リニアエンコーダスケール）３０に接触するように、読み込み用磁気ヘッド
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３２と書き込み用磁気ヘッド３３とが隣り合うように配設されている。このうち書き込み
用磁気ヘッド３３は、例えば磁性層３０を所定の磁極に着磁（記録）するものであり、読
み込み用磁気ヘッド３２は、磁性層３０の磁極に応じた信号を出力するものであり、本実
施形態では磁性層３０の磁極がＮ極であるときにＨｉレベル、Ｓ極であるときＬｏレベル
の電圧信号を出力する。即ち、読み込み用磁気ヘッド３２がリニアエンコーダセンサを構
成する。例えば、この電圧信号からなるリニアエンコーダパルスの立上がりピッチを印刷
画像の所定の解像度とし、当該リニアエンコーダパルスの立上がりに合わせてインクジェ
ットヘッド２０からインク滴を吐出すれば、所望する解像度で印刷を行うことができる。
なお、磁性層３０への磁極の着磁方法については、後段に詳述する。
【００１４】
　インクジェットヘッド２０は、例えばイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）
、ブラック（Ｋ）の４色の各色毎に、印刷媒体１の搬送方向にずらして配設されている。
各インクジェットヘッド２０には、図示しない各色のインクタンクからインク供給チュー
ブ２６を介してインクが供給される。各インクジェットヘッド２０には、印刷媒体１の搬
送方向と交差する方向に、複数のノズルが形成されており（即ちノズル列方向）、それら
のノズルから同時に必要箇所に必要量のインク滴を吐出することにより、印刷媒体１上に
微小なインクドットを形成出力する。これを各色毎に行うことにより、搬送部２１で搬送
される印刷媒体１を一度通過させるだけで、所謂１パスによる印刷を行うことができる。
即ち、これらのインクジェットヘッド２０の配設領域が印刷領域に相当する。
【００１５】
　インクジェットヘッドの各ノズルからインクを吐出出力する方法としては、静電方式、
ピエゾ方式、膜沸騰インクジェット方式などがある。静電方式は、アクチュエータである
静電ギャップに駆動信号を与えると、キャビティ内の振動板が変位してキャビティ内に圧
力変化を生じ、その圧力変化によってインク滴がノズルから吐出出力されるというもので
ある。ピエゾ方式は、アクチュエータであるピエゾ素子に駆動信号を与えると、キャビテ
ィ内の振動板が変位してキャビティ内に圧力変化を生じ、その圧力変化によってインク滴
がノズルから吐出出力されるというものである。膜沸騰インクジェット方式は、キャビテ
ィ内に微小ヒータがあり、瞬間的に３００℃以上に加熱されてインクが膜沸騰状態となっ
て気泡が生成し、その圧力変化によってインク滴がノズルから吐出出力されるというもの
である。
【００１６】
　従動ローラ２４の印刷媒体搬送方向上流側には、給紙部１５から供給される印刷媒体１
の給紙タイミングを調整すると共に当該印刷媒体１のスキューを補正する、二個一対のゲ
ートローラ１４が設けられている。スキューとは、搬送方向に対する印刷媒体１の捻れで
ある。また、給紙部１５の上方には、印刷媒体１を供給するためのピックアップローラ１
６が設けられている。また、駆動ローラ２３の印刷媒体搬送方向下流側には排紙部１７が
設けられている。
【００１７】
　従動ローラ２４の下方にはベルト帯電装置１９が配設されている。このベルト帯電装置
１９は、従動ローラ２４を挟んで搬送ベルト２２に当接する帯電ローラ２７と、帯電ロー
ラ２７を搬送ベルト２２に押し付けるスプリング２８と、帯電ローラ２７に電荷を付与す
る電源２９とで構成されており、帯電ローラ２７から搬送ベルト２２に電荷を付与してそ
れを帯電する。一般に、これらのベルト類は、中・高抵抗体又は絶縁体で構成されている
ので、ベルト帯電装置１９によって帯電すると、その表面に印加された電荷が、同じく高
抵抗体又は絶縁体で構成される印刷媒体１に誘電分極を生じせしめ、その誘電分極によっ
て発生する電荷とベルト表面の電荷との間に生じる静電気力でベルトに印刷媒体１を吸着
することができる。なお、帯電手段としては、所謂電荷を降らせるコロトロンなどでもよ
い。
【００１８】
　従って、このインクジェットプリンタによれば、ベルト帯電装置１９で搬送ベルト２２
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やローラで構成される紙押えローラで印刷媒体１を搬送ベルト２２に押し付けると、前述
した誘電分極の作用によって印刷媒体１は搬送ベルト２２の表面に静電吸着される。この
状態で、駆動モータ３４によって駆動ローラ２３を回転駆動すると、その回転駆動力が搬
送ベルト２２を介して従動ローラ２４に伝達される。
【００１９】
　このようにして印刷媒体１を吸着した状態で搬送ベルト２２を搬送方向下流側に移動し
て印刷媒体１をインクジェットヘッド２０の下方に移動し、当該インクジェットヘッド２
０に形成されているノズルからインク滴を吐出して印刷を行う。このインクジェットヘッ
ド２０による印刷が終了したら、印刷媒体１を搬送方向下流側に移動して排紙部１７に排
紙する。
【００２０】
　前記インクジェットプリンタ内には、自身を制御するための制御装置が設けられている
。この制御装置は、例えばパーソナルコンピュータ、デジタルカメラ等のホストコンピュ
ータから入力された印刷データに基づいて、印刷装置や給紙装置等を制御することにより
印刷媒体に印刷処理を行うものであり、例えば図３に示すように、前記リニアエンコーダ
センサを構成する読み込み用磁気ヘッド３２からのリニアエンコーダパルスの立上がりに
合わせてインクジェットヘッド２０のノズルからインク滴が吐出される。なお、この制御
装置は、独自のコンピュータシステムによって構成されている。
【００２１】
　本実施形態のインクジェットプリンタでは、この制御装置によって、搬送ベルト２２が
一周する間のロータリエンコーダ３１のロータリエンコーダパルス数を所定の整数で除し
、その余りのロータリエンコーダ３１のロータリエンコーダパルス数が搬送ベルト２２全
周に分散されるように磁性層（リニアエンコーダスケール）３０に磁気パターンを記録す
るためのロータリエンコーダパルス数を設定し、その設定されたロータリエンコーダパル
ス数で磁性層（リニアエンコーダスケール）３０に磁気パターンを記録する。
【００２２】
　具体的には、ロータリエンコーダ３１の分解能を印刷画像の解像度の整数倍とし、その
整数をＢ、搬送ベルト２２が一周する間のロータリエンコーダ３１のロータリエンコーダ
パルス数を整数Ｂの２倍値で除した商をＡ、余りをＣとし、前記商Ａを余りＣで除した商
がＤである場合、通常パターンとしてロータリエンコーダパルス数が前記整数Ｂ毎に磁性
層（リニアエンコーダスケール）３０の磁極を反転し、特定パターンとして、前記通常パ
ターンを商Ｄだけ繰り返す度に、ロータリエンコーダパルス数が、前記整数Ｂに１を加算
した値になったときに磁性層（リニアエンコーダスケール）３０の磁極を反転する。
【００２３】
　また、搬送ベルト２２が一周する間のロータリエンコーダ３１のロータリエンコーダパ
ルス数を検出するために、磁性層３０をいずれか一方の磁極状態又は磁性のない状態とし
、当該磁性層３０を一方の磁極状態とした場合には他方の磁極、当該磁性層３０を磁性の
ない状態とした場合にはいずれか一方の磁極からなる特定磁極を磁性層３０の一カ所に設
け、搬送ベルト２２が一周して特定磁極を二回検出する間のロータリエンコーダのロータ
リエンコーダパルス数をカウントする。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　表１には、本実施形態のインクジェットプリンタの諸元を示す。まず、本実施形態のロ
ータリエンコーダ３１の分解能と要求される印刷画像の所定の解像度、即ち７２０ｄｐｉ
の比を求める。例えば、従動ローラ２４の外周に磁性層３０が巻付けられていると考えて
、この磁性層３０に所定の解像度７２０ｄｐｉで、異なる磁極、つまりＮ極とＳ極の組合
せからなるパターンを着磁（記録）する場合、本実施形態のロータリエンコーダ３１の分
解能と要求される印刷画像の所定の解像度７２０ｄｐｉの比としての整数Ｂは下記（１）
式で得られる。
【００２６】
　Ｂ＝ｍ／（π×２（ｒ＋ｄ＋ｘ）／ｐ）＝２５００　　　　　　　………（１）
【００２７】
　即ち、本実施形態のロータリエンコーダ３１は、印刷画像の所定の解像度７２０ｄｐｉ
の整数Ｂ＝２５００倍の分解能を有する。つまり、磁性層３０に異なる磁極、つまりＮ極
とＳ極の組合せからなるパターンを着磁（記録）する場合には、通常パターンとして、ロ
ータリエンコーダパルス１２５０パルス毎、つまり整数Ｂの１／２毎に磁極、即ちＮ極と
Ｓ極を反転すればよい。
【００２８】
　一方、搬送ベルト２２の周長、正確には磁性層３０の全長が、例えば正確に２０ｉｎｃ
ｈ＝５０８ｍｍである場合には、磁性層３０に形成する異なる磁極のパターンは１４４０
０パターン（読み込み用磁気ヘッド３２で読込むとパルスとして表れるので、以下パルス
とも記す）となり、磁性層３０の長さに余りは生じない。しかしながら、例えば特開２０
０５－３５０１９５号公報にも記載されるように、搬送ベルト２２の周長公差、即ち磁性
層３０の全長公差０．２％～０．３％は不可避なので、磁性層３０の全長は、誤差＋０．
３％の場合、５０９．５２４ｍｍとなる。
【００２９】
　磁性層３０の全長が５０９．５２４ｍｍの場合、搬送ベルト２２が一回転する間に、ロ
ータリエンコーダパルスは３６１０８０００パルス発生する。これを、前記整数Ｂ＝２５
００パルスで除すと、１４４４３余り５００パルスとなる。この１４４４３が、磁性層３
０の全長に記録されるＮ極とＳ極の組合せからなるパターン（パルス）数であり、設定書
き込みパルス数に設定される。そして、本実施形態では、余りの５００パルスを磁性層３
０の全長、即ち搬送ベルト２２の全長に分散し、解像度ムラを防止する。具体的には、余
りの５００パルスを１パルスに分解し、磁性層３０の全長に形成される、Ｎ極とＳ極の組
合せからなるパターン全体に分散する。この場合、磁性層３０に記録するＮ極とＳ極の組
合せからなるパターン（パルス）数が１４４４３パルスであることは変わらないので、パ
ターン（パルス）数１４４４３を余り５００パルスで除して２８．９という解を得る。つ
まり、Ｎ極とＳ極の組合せからなる通常パターンを２９パターン（パルス）記録する度に
、特定パターンとして、磁極反転サイクルをロータリエンコーダパルス１２５１パルスに
すればよい。この特定パターンの間隔を特定パターンサイクルとして設定する。なお、こ
のリニアエンコーダ記録方法では、Ｎ極とＳ極の組合せからなるパターンのピッチが長く
なる方向にしか設定されない。これは、ノズルアクチュエータを駆動するための信号を短
くしたり、データの転送速度を速めたりする必要のないことを意味しており、設計要件と



(8) JP 5163092 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

しては重要である。
【００３０】
　また、本実施形態では、これに先立って、搬送ベルト２２が一回転する間に発生するロ
ータリエンコーダパルスの数をカウントする。ロータリエンコーダパルス数をカウントす
る前に、例えば図４に示すように、書き込み用磁気ヘッド３３によって、磁性層３０全体
をＳ極（いずれか一方の磁極状態）に着磁し、一カ所にＮ極（他方の磁極からなる特定磁
極）を着磁する。そして、搬送ベルト２２を回転し、当該搬送ベルト２２が一回転して読
み込み用磁気ヘッド３２でＮ極（特定磁極）を２回検出する間のロータリエンコーダパル
ス数をカウントする。なお、特定磁極の設定には、上記以外にも、磁性層３０全体を消磁
し、磁性層３０の一カ所に、いずれか一方の磁極からなる特定磁極を着磁するようにして
もよい。
【００３１】
　図５には、搬送ベルト２２が一回転する間に発生するロータリエンコーダパルス数のカ
ウントのための演算処理を示す。この演算処理は、まずステップＳ１で、駆動モータ３４
の回転を開始する。
  次にステップＳ２に移行して、書き込み用磁気ヘッド３３により、磁性層３０の全長を
Ｓ極に着磁する。
【００３２】
　次にステップＳ３に移行して、書き込み用磁気ヘッド３３により、ロータリエンコーダ
パルスに同期させて磁性層３０の一カ所にＮ極を着磁する。
  次にステップＳ４に移行して、読み込み用磁気ヘッド３２でＮ極を検出したか否かを判
定し、読み込み用磁気ヘッド３２でＮ極を検出した場合にはステップＳ５に移行し、そう
でない場合には待機する。
【００３３】
　ステップＳ５では、ロータリエンコーダパルスをカウントする。
  次にステップＳ６に移行して、読み込み用磁気ヘッド３２でＮ極を再度検出したか否か
を判定し、読み込み用磁気ヘッド３２でＮ極を再度検出した場合にはステップＳ７に移行
し、そうでない場合にはステップＳ５に移行する。
  ステップＳ７では、駆動モータ３４を停止してからメインプログラムに復帰する。
【００３４】
　また、図６には、磁性層３０にＮ極とＳ極の組合せからなるパターンを着磁してリニア
エンコーダスケールを形成する演算処理を示す。この演算処理では、まずステップＳ１１
で、駆動モータ３４の回転を開始する。
  次にステップＳ１２に移行して、書き込み用磁気ヘッド３３の駆動を開始する。
  次にステップＳ１３に移行して、書き込み用磁気ヘッド３３により、磁性層３０の全周
を消磁する。
【００３５】
　次にステップＳ１４に移行して、磁性層３０の全周の消磁が完了したか否かを判定し、
磁性層３０の全周の消磁が完了した場合にはステップＳ１５に移行し、そうでない場合に
はステップＳ１３に移行する。
  ステップＳ１５では、前述したようにＮ極とＳ極の組合せからなる通常パターンの着磁
（記録）が２９回続いて特定パターン位置になったか否かを判定し、特定パターン位置に
なった場合にはステップＳ１６に移行し、そうでない場合にはステップＳ１７に移行する
。
  ステップＳ１６では、前述したロータリエンコーダパルス１２５１パルスで磁極を反転
する特定パターンでＮ極、Ｓ極を着磁してからステップＳ１８に移行する。
【００３６】
　ステップＳ１７では、前述したロータリエンコーダパルス１２５０パルスで磁極を反転
する通常パターンでＮ極、Ｓ極を着磁してからステップＳ１８に移行する。
  ステップＳ１８では、前述した設定書き込みパルス数分の着磁が完了したか否かを判定
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し、設定書き込みパルス数分の着磁が完了した場合にはステップＳ１９に移行し、そうで
ない場合にはステップＳ１５に移行する。
  ステップＳ１９では、書き込み用磁気ヘッド３３の駆動を停止する。
  次にステップＳ２０に移行して、駆動モータ３４を停止してからメインプログラムに復
帰する。
【００３７】
　これらの演算処理によれば、書き込み用磁気ヘッド３３で磁性層３０の全長をＳ極に着
磁した後、ロータリエンコーダパルスに同期させて磁性層３０の一カ所にＮ極を着磁し、
このＮ極が読み込み用磁気ヘッド３２で２回検出される間、つまり搬送ベルト２２が一回
転する間のロータリエンコーダパルス数をカウントする。この搬送ベルト２２が一回転す
る間のロータリエンコーダパルス数が得られたら、前述のようにして設定書込パルス数、
通常パターンでのロータリエンコーダパルス数、特定パターンでのロータリエンコーダパ
ルス数、特定パターンサイクルを設定し、磁性層３０の全周を、一旦、消磁する。そして
、通常パターンでのＮ極、Ｓ極の着時が特定パターンサイクル分だけ繰り返される度に、
特定パターンでのＮ極、Ｓ極の着時を行い、磁性層３０の全周に、一連のリニアエンコー
ダスケールを形成する。
【００３８】
　このように、本実施形態のインクジェットプリンタのリニアエンコーダ記録方法によれ
ば、搬送ベルト２２の全周にリニアエンコーダスケールを設け、そのリニアエンコーダス
ケールの記録パターンを検出して検出信号を出力すると共に、搬送ベルト２２を駆動ロー
ラ２３、従動ローラ２４に巻回し、その搬送ベルト２２で搬送される印刷媒体１に対し、
リニアエンコーダスケールの検出信号に合わせてインクジェットヘッド２０からインク滴
を吐出するインクジェットプリンタにあって、リニアエンコーダスケールにパターンを記
録する方法であって、予め設定された印刷画像の所定の解像度の整数Ｂ倍の分解能のロー
タリエンコーダ３１を従動ローラ２４に取付け、搬送ベルト２２が一周する間のロータリ
エンコーダ３１のエンコーダパルス数を整数Ｂで除し、その余りのロータリエンコーダパ
ルス数が搬送ベルト２２の全周に分散されるようにリニアエンコーダスケールにパターン
を記録するためのロータリエンコーダパルス数を設定し、その設定されたロータリエンコ
ーダパルス数でリニアエンコーダスケールにパターンを記録することにより、リニアエン
コーダスケールの継ぎ目そのものが発生せず、印刷画像の高画質を確保することができる
。
【００３９】
　また、リニアエンコーダスケールが磁性層３０からなり、当該リニアエンコーダスケー
ルへの記録パターンが異なる磁極、即ちＮ極とＳ極の組合せで構成され、搬送ベルト２２
が一周する間のロータリエンコーダパルス数を整数Ｂで除した商をＡ、余りをＣとし、更
に商Ａを余りＣで除した商がＤである場合、通常パターンとしてロータリエンコーダパル
ス数が整数Ｂの１／２毎にリニアエンコーダスケールの磁極を反転し、特定パターンとし
て、通常パターンを商Ｄだけ繰り返す度に、ロータリエンコーダパルス数が、整数Ｂの１
／２に１を加算した値になったときにリニアエンコーダスケールの磁極を反転することに
より、搬送ベルト２２が一周する間のロータリエンコーダパルス数を整数Ｂで除した余り
Ｃのロータリエンコーダパルス数が搬送ベルト２２の全周に均等に分散され、印刷画像の
高画質を一層確保することができる。
【００４０】
　また、搬送ベルト２２が一周する間のロータリエンコーダパルス数を検出するために、
磁性層３０からなるリニアエンコーダスケールをいずれか一方の磁極状態又は磁性のない
状態とし、当該磁性層（リニアエンコーダスケール）３０を一方の磁極状態とした場合に
は他方の磁極、当該磁性層（リニアエンコーダスケール）３０を磁性のない状態とした場
合にはいずれか一方の磁極からなる特定磁極を磁性層（リニアエンコーダスケール）３０
の一カ所に設け、搬送ベルト２２が一周して特定磁極を二回検出する間のロータリエンコ
ーダパルス数をカウントすることにより、搬送ベルト２２が一周する間のロータリエンコ
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【００４１】
　なお、前記実施形態では、リニアエンコーダスケールの検出信号の立上がりでインクジ
ェットヘッドのノズルからインク滴を吐出する構成について説明したが、リニアエンコー
ダスケールの検出信号とは個別に、当該リニアエンコーダスケールの検出信号に応じたイ
ンク滴吐出タイミング信号を創生し、そのインク滴吐出タイミング信号に合わせてインク
ジェットヘッドのノズルからインク滴を吐出するようにしてもよい。
【００４２】
　また、前記実施形態では、印刷媒体を搬送する搬送ベルトを、所謂一枚の幅広な搬送ベ
ルトで構成したが、この搬送ベルトは、例えば幅の狭いベルトを印刷媒体搬送方向と交差
する方向に複数配設して、それらのベルトの組（ユニット）で構成するようにしてもよく
、その場合にはそのうちのいずれかのベルトにリニアエンコーダスケールを直接形成した
り、或いは個別のベルトにリニアエンコーダスケールを形成したりすればよい。
  また、搬送ベルトを印刷媒体の搬送方向に複数並べて配設する場合には、夫々の搬送ベ
ルトに対応してリニアエンコーダスケールを形成してもよいし、全ての搬送ベルトに対し
てリニアエンコーダスケールをまとめて形成してもよい。
【００４３】
　また、本発明のインクジェットプリンタは、ロールに搬送ベルトを巻回して印刷媒体を
搬送し、その搬送される印刷媒体にインクジェットプリンタからインク滴を吐出するあら
ゆるタイプのインクジェットプリンタに適用可能である。
  また、前記実施形態では、例えばリニアエンコーダスケールにパターン記録した後は、
書き込み用磁気ヘッドもロータリエンコーダも不要なので、それらを取り外してもよい。
  また、同様の記録方法によってリニアエンコーダスケールにパターン記録した搬送ベル
トを、個別のインクジェットプリンタに組込むようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明のインクジェットプリンタの第１実施形態を示す正面図。
【図２】図１のインクジェットプリンタの平面図。
【図３】図１のインクジェットプリンタでインク滴を吐出するタイミングとリニアエンコ
ーダパルスとの関係を示す説明図。
【図４】図１の搬送ベルト外周に設けられた磁性層及び読み込み用磁気ヘッド及び書き込
み用磁気ヘッドの説明図。
【図５】図１のインクジェットプリンタの制御装置で行われる搬送ベルト一回転中のロー
タリエンコーダパルスカウントのための演算処理を示すフローチャート。
【図６】図１のインクジェットプリンタの制御装置で行われるリニアエンコーダ形成のた
めの演算処理を示すフローチャート。
【符号の説明】
【００４５】
　１…印刷媒体、２０…インクジェットヘッド、２１…搬送部、２２…搬送ベルト、２３
…駆動ローラ、２４…従動ローラ、２５…テンションローラ、３０…リニアエンコーダス
ケールとしての磁性層、３１…ロータリエンコーダ、３２…読み込み用磁気ヘッド、３３
…書き込み用磁気ヘッド、３４…駆動モータ。
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